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生産実態 SC では，2001 年から 2005 年までに発
行されたすべての書籍・雑誌・新聞を対象とします。





生産実態 SC・流通実態 SC では，対象となるす
べての書籍・雑誌・新聞に含まれる「文字数」を基に，
統計的に厳密な方法でサンプル抽出を実施します。
例えば，生産実態 SC で対象とする，2001 年から
2005 年の間に発行されたすべての書籍について調








産実態 SC 全体では，書籍から 12,604 サンプル，















表 1  約 32 万冊の書籍に含まれる文字数の内訳
 N D C 推計総文字数  構成比
0. 総 記  1,636,414,548   3.37%
1. 哲 学  2,597,610,813   5.35%
2. 歴 史  4,301,204,340   8.86%
3. 社会科学 12,408,321,943    25.56%
4. 自然科学  5,069,594,034    10.44%
5. 技術工学  4,615,929,967   9.51%
6. 産 業  2,196,387,437   4.53%
7. 芸 術  3,258,432,447   6.71%
8. 言 語    888,800,128   1.83%
9. 文 学  9,341,275,486    19.25%
n. 記録なし  2,225,954,208   4.59%
合 計    48,539,925,351   100.00%






































































































































































究』第 5 号，2008 年）を御覧ください。
  （尾崎 喜光 )
0% 20% 40% 60% 80% 100%
20 ～ 29 歳（N=145)
30 ～ 39 歳（N=250)
40 ～ 49 歳（N=217)
50 ～ 59 歳（N=271)
60 ～ 69 歳（N=252)







































た ( 特集「ご当地万歳！」，掲載期間：2008 年 4 月 16
日～ 6 月 15 日，現在は掲載終了）。

















































  斎賀 秀夫 （国立国語研究所名誉所員）
＜厳寒の絵画館＞















































































  沢木 幹栄（信州大学人文学部教授）
＜データの電子化とは＞





































































































































国立国語研究所は，今年 11 月に愛知県岡崎市で「敬語と敬語意識の半世紀―愛知県岡崎市における第 3 次
調査―」をテーマに経年調査をします。この調査の前に，岡崎市民を中心とする三河地域の皆様に国立国語
研究所の研究・事業を広く知っていただくために，10 月 17 日 ( 金 ) 午後，岡崎市内で開催を予定しています。
第 35 回は，「病院の言葉」（仮題）を予定しています。
詳細は，次号またはホームページでご案内します。
表紙の写真は，国立国語研究所に大型電子計算機を搬入
した時の様子です。昭和 41（1966）年，当時の文科系の
研究所として初めてコンピューターが導入されました。こ
れにより，新聞や教科書などの大量データを扱う語彙調査
が可能になりました。また計量的な分析や文脈付きの索引
作成システムなど，計量国語学的な研究手法が確立しまし
た。国語研究所のコンピューター第 1 号（HITAC3010）は，
別棟の「電子計算機室」という部屋に設置されました。
最初の大型電子計算機
CPU（本体）＊大きな家具のように見える
コンソール（操作卓）プリンター磁気テープ装置
ご い
